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九

例

（
一
）
　

釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
。

（二
）
　

釈
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

・　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

ｏ
　
　
　
木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

□
□
□

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
□
一　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日

□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

□

日
　
記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に

一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。
但
し
、
削
暦

に
お
い
て
は
煩
雑
に
な
る
の
で
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

８
８
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の
。

８
毬
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形

は
８
Ｅ
ふ
Ξ
）
８
留
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

８
淫
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

８
遥
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

８
冒
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の

作
り
方
が
あ
る
。

８
駕
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

８
器
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

８
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ

っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
８
溜
ふ
寓
〕
８
器
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ

２

ρ

。

８
占
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作

っ
た
も
の
。

８
島
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左
右
に
切
り
込
み
を
い

れ
た
も
の
。

８
８
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・

腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

８
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

８
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損

。
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形

の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
８
器
ふ
８
〕
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

８
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

８
緞
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

８
留
型
式
　
折
損

・
割
裁

・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

８
冒
型
式
　
削
暦
。

二
次
的
に
整
形
さ
れ
た
も
の
で
原
形
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
、
原
形
の
型
式
番
号
を
括
弧
内

に
付
記
し
た
。

■
■
■

「
　

」

Ｒカマ
マ

（一一一）

文
字
に
耗
問
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示
す
（単
位
は
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
）。
欠
損
二
一次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・

幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

（四
）
　

釈
文
下
の
下
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。
型
式
番
号
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
な
お
端
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

８
Ｅ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
も
の
。

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

抹
消
し
た
文
字
の
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
合
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
。

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所
の
左
傍
に

・
を
付
し
原

字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。
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